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特
集

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪

と
は
異
な
り
、
感
染
力
が
強
く

症
状
も
重
く
な
る
こ
と
か
ら
、

重
症
化
す
る
と
命
に
か
か
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
感
染
経
路

　
感
染
し
て
い
る
方
の
咳
や
、

く
し
ゃ
み
な
ど
か
ら
放
出
さ
れ

た
飛
沫
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス

を
吸
い
込
む
こ
と
で
、
感
染
し

ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
飛
沫
は
ド

ア
ノ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
に
触
れ
た
手
で
目
や
口
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
染
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
注
意
点

　
静
養
す
る
際
、
他
の
方
が
感

染
し
な
い
よ
う
、
特
に
重
症
化

し
や
す
い
子
ど
も
や
高
齢
者
と

の
接
触
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
熱
が
下
が
っ
て
も
二

日
程
度
は
、
他
の
方
へ
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
仕
事

や
学
校
な
ど
に
行
く
の
は
控
え

て
く
だ
さ
い
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
冬
に
流
行

す
る
感
染
症
で
、
感
染
力
が
非

常
に
強
く
、
体
内
に
ウ
イ
ル
ス

が
入
る
と
、
腸
管
で
急
激
に
増

殖
し
ま
す
。

○
感
染
経
路

　
ウ
イ
ル
ス
が
蓄
積
し
た
加
熱

不
十
分
な
二
枚
貝
や
、
感
染
し

た
方
が
調
理
し
て
汚
染
さ
れ
た

食
品
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
で
、

感
染
し
ま
す
。
便
や
嘔
吐
物
か

ら
手
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
、

口
に
入
る
こ
と
で
感
染
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

○
注
意
点

　
主
に
嘔
吐
・
下
痢
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
、
三
十
八
度
以
上

の
発
熱
や
、
腹
痛
を
伴
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
や
高
齢

者
は
脱
水
な
ど
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
感
染
か
ら
二
日
目
ま
で
に
症

状
が
現
れ
、
三
日
程
度
で
回
復

し
ま
す
が
、
二
週
間
程
度
は
便

か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感染症に注意を感染症に注意を
　インフルエンザやノロウイルスなどの感染症にかからな
いよう、日頃から予防に努めましょう。
　インフルエンザやノロウイルスなどの感染症にかからな
いよう、日頃から予防に努めましょう。

○お問い合わせ
　保健所地域保健課感染症
　対策係
　☎27‒8595

インフルエンザの予防法
・手洗いやアルコール消毒をする
・予防接種を受ける
・人混みに出る時はマスクを着用する
・栄養と睡眠をしっかりとり、抵抗力を高める
・感染している方と接する時間を短くする

ノロウイルスの予防法
・食品の中心まで十分加熱する
・まな板や包丁などはよく洗い、
　熱湯や塩素系漂白剤で殺菌する
・手洗いをする
・便や嘔吐物は衛生的に処理する
※アルコール消毒はノロウイルスには効果があ
　りません。便や嘔吐物を処理する際は、次亜
　塩素酸ナトリウムが含まれる消毒剤を使用し
　ましょう。

○インフルエンザの症状

38度以上の発熱・頭痛

のどの痛み・咳

関節痛・筋肉痛

全身の倦怠感
けん　たい

お
う
　と

ひ
　ま
つ

冬目前！
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こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に
伴

う
い
わ
き
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

再
度
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

第
十
四
代
市
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
期
四
年
間
、

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
最

優
先
で
取
り
組
む
と
同
時
に
、

原
発
事
故
か
ら
脱
却
を
す
べ
く
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
展
開
し
な
が

ら
、
明
る
く
元
気
な
「
い
わ
き

市
」
を
創
る
た
め
、
粉
骨
砕
身

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
「
継
続
」
を
選

択
し
て
い
た
だ
い
た
と
受
け
と

め
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
ふ
る
さ
と
い
わ
き
の
完
全

復
興
を
成
し
遂
げ
る
べ
く

「
医
・
職
・
住
」
の
さ
ら
な
る

深
化
や
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

教
育
先
進
都
市
の
実
現
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
具
現
化
な
ど

に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
中
核
都

市
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け

で
で
き
る
事
に
は
限
界
が
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
、
企
業
、
団
体

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
共
に

創
る
「
共
創
」
の
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
が
必
要
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
常
に
公
平
・
公

正
を
旨
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
「
親
切
第
一
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
市
長
の
職
責
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
昭
和
三
十
八
年
八
月
二
十
四

日
生
ま
れ
の
五
十
四
歳
。
日
本

大
学
法
学
部
卒
。
市
議
会
議
員
、

県
議
会
議
員
を
経
て
、
平
成
二

十
五
年
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙

で
初
当
選
。

特
集

清
水
市
長
２
期
目
に
向
け
て

　任
期
満
了
に
伴
い
九
月
十
日
に
行
わ
れ
た
、
い
わ
き
市
長
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
た
清
水
敏
男
市
長
は
、

九
月
二
十
八
日
に
就
任
し
、
二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

市
長
就
任
あ
い
さ
つ

清
水
市
長
の
略
歴

　いわき市議会10月臨時会が10月５日に開催されました。
議会では３議案が審議され、いずれも承認・同意されま
した。
○主な議案
▶副市長選任の同意を求めることについて
・上遠野洋一（再任）

※任期は、本年10月10日～平成33年10月９日。

市議会10月臨時会を開催

上
遠
野
洋
一
副
市
長
68

平
則
夫

病
院
事
業
管
理
者
85

特別職の紹介


